




1.小児糖尿病の家族の糖代謝

　小児糖尿病の 45 家系のうち,50g ブドウ糖負荷試験(GTT)を行なった家族 74

例中,糖尿病型は18.9%,境界域は46%あり,計64.9%に糖代謝異常が認められた。

このうち糖負荷試験が正常であった 20 例に,プレドニゾロン 50g ブドウ糖負荷

試験(PGTT)を行なったところ,20%に陽性者が発見された。次に問診による糖尿

病の遺伝証明率は 28.9%であったが,ブドウ糖負荷試験による異常家系を加え

ると,遺伝証明率は 35.6%となり,PGTT 陽性者を加えると,遺伝証明率は 55.6%

となった。


